
廃棄漁網の再資源化
―ALLIANCE FOR THE BLUEでの取り組み

～SDGsの目標達成に向けて～

住江織物（株）は、2020年からALLIANCE FOR THE BLUE（アライアンス・フォー・ザ・ブルー）※に参画し、
海洋プラスチックごみ削減を目指した活動に取り組んでいます。
環境省の調査によると、漁網は年間約6000トン廃棄され、漁網やロープなど漁業に関するごみが日本で発生する
海洋プラスチックごみの約3割を占めるとされています。世界経済フォーラムの報告書では、2050年には海洋
プラスチックごみ量は重量ベースで魚の量（7億5千万トン）を超過すると推定されており、世界でも海洋プラスチック
ごみに注目が集まっています。
今回ALLIANCE FOR THE BLUEの取り組みとして、廃棄漁網由来の再生ナイロンを使った鞄の制作に参画し、
制作工程のなかで、北海道で廃棄された漁網の再生ペレットを使用したナイロンの紡糸と生地の製織を担当しました。
当社は約30年前に使用済みペットボトルから再生ポリエステル糸「スミトロン®」糸を製品化しており、その取り
組みのなかで培ってきたリサイクル技術を活かしています。今後、当社グループ製品での活用や、他企業との協業
による商品化を目指します。
これからも積極的にパートナーと協働で廃棄物のアップサイクルに取り組み、様々な方向からサスティナブルな
社会の実現へ向けて貢献するとともに、SDGsの目標達成を目指していきます。

「CSRレポート2021」をお読みいただき、ありがとうございます。
当社グループのCSR活動においての考え方や取り組み実績について整理し、わかりやすく表現しました。国際的な社会的課題の要求が
高まるなか、信頼される企業を目指し、これからも一層CSR活動の着実な実践を行います。つきましては、今後の参考とさせていただくため、
当社グループのCSR活動について忌憚ないご意見をアンケートにてお寄せいただけますと幸いです。

CSRレポート作成メンバー一同

編集後記

廃棄漁網由来の鞄ができるまで

c o l u m n

※ ALLIANCE FOR THE BLUE（アライアンス・フォー・ザ・ブルー）は、「企業と生活者の共創による、海の豊かさを守る商品づくりと持続可能な仕
組みづくりを実践することにより、めぐみ豊かな海を次世代に引き継ぐ」ことを目的に活動する一般社団法人です。プラスチックの原料となる石
油化学業をはじめ、日用品や包装材メーカー、小売、リサイクルなど多業種の企業が加入しています。
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廃棄漁網の回収
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事業活動における
生物多様性の保全活動

取り組み実績
事業所ごとに特色のある活動を実施しています。

〈住江織物（株）奈良事業所〉
事業所の南を流れる岡崎川周辺を桜並木の遊歩道

に整備する｢安堵桜友会」に参加し、桜の手入れなどに
協力しています。
〈住江テクノ（株）滋賀工場〉
工場敷地内にて、甲賀市の花であり、人と自然の共
生の象徴といわれる「ささゆり」の増殖に取り組んで
います。
〈尾張整染（株）本社工場〉
木曽川などでホタル飼育に取り組む「一宮平成ホタ
ルの会」に賛助会員として参加しています。

取り組み方針
事業活動が生物多様性に及ぼす影響の低減

●生産事業所内および周辺での生物多様性のモニタ
リング調査を行う。
●植樹を行う場合は、外来種ではなく、地域に自生し
ている在来種を使う。

●事業所周辺の清掃を定期的に行い、草刈りなどで
環境を整備する。

●生物資源を原材料として使用する場合は、その持続
可能性を確認する。

●リサイクル原材料を使用した製品開発とリサイクル
システムの構築を積極的に行う。

●環境マネジメントシステムに生物多様性の保全活動
を組み入れる。

●事業所ごとに取り組める新たな生物多様性の保全
活動を推進する。

サプライチェーン全体での生物多様性への
影響低減に向けたお取引先様への活動

●グリーン調達ガイドラインで、お取引先様への生物
多様性保全活動の協力を依頼する。

社会貢献活動
●森林保全活動を行う団体を支援する。
●みどりの募金活動に協力する。
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優れた衝撃吸収性能と軽量性
『発泡制振シート』
移動空間の音響環境改善など、衝撃吸収性が求めら

れる多様な場面での環境負荷を軽減

環境に配慮した技術の開発促進

環境に配慮した技術・製品の
開発促進

環境に配慮した製品の開発促進
天然素材をイメージした、
環境にやさしい自動車用シート表皮材
『デニム調「エコローレＴＭ」』
東京地下鉄 有楽町線・副都心線17000系向け
『消臭・抗菌・抗ウイルス加工ジャガードモケット』
抗ウイルス、抗菌、消臭、抗アレルゲンなどの
様々な効果を発揮するプレフィルター
『スミノエフレッシュTMフィルター』
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2020年度にSuminoe Textile Vietnam Co., Ltd.
（ベトナム）の環境データ集約を開始しました。

海外生産事業所のデータ集約

海外生産事業所における
環境負荷の集約と低減

製品のLCA評価体制を整え、2015年度より自社内
で評価を行っています。
2020年度は15アイテムの評価を行いました。

※ LCA：製品の原材料調達から、生産、流通、使用、廃棄に至る
までのライフサイクルにおける投入資源、環境負荷およびそれ
らによる地球や生態系への潜在的な環境影響を定量的に評価
する手法、ライフサイクルアセスメントの略称。

製品のLCA※評価促進

成長を支える基盤
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環境への取り組み 
環境マネジメント～KKR+Aのテーマのもとに

エコチャレンジ2021（2020年度実績）
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